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　　To　reconstruct 　migratory 　history　of　amago 　salmon 　Oncor勿 nchus 　mctsou 　ishikawai，　captured 　in　the　Ohta

River，　the　otolith 　Sr！Ca　concelltration 　ratios 　as　life　history　transect　in　accordarlce 　with 　the　migration 　pattern　be−

tween　sea 　and 　freshwater　were 　analyzed 　by　wave
−length　dispersive　X・ray 　electron 　microprobe ，Based　on 　otolith 　Sr

／Ca　concentration 　ratios ，260ut　of 　27　individuals　were 　categorized 　as 　belonging　to　an 　anadromous 　population ．　Of

these　anadromous 　individuals，　two 且sh 　migrated 　between　estuarine 　water 　and 　freshwater．　Tracing　the　migratory

history，　a　typical　anadrQmous 　population　migrated 　into　the　estuary 　in　mid ・January，　then　into　the　coastal 　water 　in

mld ・February　and ，　subsequently ，　returned 　to　the　river 　in　mid −June．
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　ア マ ゴ は 静岡県の 駿河 湾以 西，本 州 お よび 中 国地
．
方の

分水域以南 ， 四 国全域 お よび 九 州の 瀬戸 内海側 に 面 した

河 川 に 分布 す る1”31淡 水 有 用 魚 種 で あ る 。 生 態学 的 に は

一
生 を河 川 で 過ごす 陸封型 と秋か ら晩秋 に かけ て 降海す

る降海型，い わ ゆ るサ ツ キ マ ス に大別 され る。サ ッ キ マ

ス の 分布域はア マ ゴ 分布域 とほ ぼ一
致す る 。

4〕
降海 した

個体は 沿岸域で イ カナ ゴ，シ ラ ウ オ，カ タ ク チ イ ワ シ な

ど の 小魚 や 甲殻 類 な ど を摂 餌 し大 き く成 長 す る。5
’7 ）翌

年の 春，産卵の た め 母 川 へ 遡上 した 遡河サ ッ キ マ ス は美

味で 商品価値 も高 い 。さ らにサ ッ キ マ ス の 性比は雌 に 偏

り
6〕産卵 期 に は 陸封型 の 数倍 の 抱卵数 を 有 す る 。5） ま

た ，強 い 母川 回 帰性 を示 す 7・8に とか ら，河 川 の 資源 増

大 を 目的 とした 放 流 事 業 も盛 んで あ る。こ の よ う な結 果

を反 映 して か，現 在 で は 加 藤
4 ：1が 示 した サ ツ キ マ ス 分布

域 以 外で もサ ツ キ マ ス が 確認 さ れ て い る。9・10） し か し ，

そ の
一方 で，放 流 河 川 に よって は 母 川 へ の 回 帰 性 が 低 い

こ とが指摘され てお り，7・8・11．／ 今後の 問題 点 にな っ て い る 。

　農林省水 産統計局 に よ れ ば，中国 地 方最大級の 河 川 で

あ る広島県太 田川に お け る昭和初期の マ ス 類の 漁獲高は

最大 で年間 17 トン に達 して い た が，現在の 漁獲高は 年

間 4 トン 程度 ま で 激減 して い る 。 こ の よ う な 背景 の も

と，近年，太 田川 で は サ ツ キ マ ス の 資源 回復を 目的 とし

た 放流事業が 実施 され て い る。し か し，広島湾で の サ ツ

キ マ ス の 有標識率 が 50％ 以 上 を 示 す 場合 が あ る一
方

で ，遡河サ ッ キマ ス の 有標識率が 20％ ま で 低下す る な

どの 問題 も提起さ れ て い る 。

12〕 した が っ て ，太 田 川 に お

け るサ ツ キマ ス 放流効果 を 向上 させ る た め に は，瀬戸内

海 沿 岸 に降海す るサ ツ キ マ ス の 回遊履歴 を把握 す る こ と

が 必 要 で ある。

　近年，耳石 の カル シ ウ ム に 対 す る ス トロ ン チ ウ ム 濃 度
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比の 挙動 か ら，通 し回 遊魚の 回 遊履歴 を 推定す る 技術が

急速 に 発展 しつ つ あ る。13
’2］〕

こ れ らの 技術 は，サ ツ キ マ

ス の 近縁種で あ る サ ク ラ マ ス に お い て も応 用 可 能で あ る

こ とが小 唆 され て い る。2z ）
そ こ で 本 研 究 は広 島県太 田 川

で 捕 獲 され た サ ツ キ マ ス の 回 遊履 歴 を 解 明 す るた め ，ま

ず ，海面 養殖 さ れ た サ ッ キ マ ス，淡水 養殖お よ び 釣獲陸

封ア マ ゴ の 耳石 微量 尤 素を 電子線マ イク ロ ア ナ ラ イザー

で 分析 した。さ らに，そ れ らの 分析結果を ふ まえ ，実際

に 太 田 川 で 捕獲 さ れ た 放流魚を 含む サ ツ キ マ ス 27 個体

の 降 海件 の 判 定，降海時期 や 遡河 時 期 の 解 明 を 試 み た 。

また ，比 較 の た め 山 口 県 錦川 で 捕獲 さ れ た サ ツ キ マ ス 7

個体 つ い て も同様の 調査を行 っ た。

試料お よ び 方法

試 料

1．淡水 養殖 ア マ ゴ，海 面 養殖 サ ツ キ マ ス お よび 陸 封 ア

マ ゴ Table　1に 耳石 微量元 素分析に 供 した ア マ ゴ お よ

び サ ツ キ マ ス の 由来，個体番号，捕獲 日，全長，性 別 を

示 す 。

　 分 析 に 供 し た淡 水 養殖 ア マ ゴ 6 個 体 （FC ＃1−6） は，

広 島 県 佐 伯 郡 の 民 間 養 殖 施 設 （Fig．1 中 σ）FC ） で 1996

年 12 月 中 旬 に 孵化，そ の 後，1998 年 の 5 月 8 日 ま で

同 施設で 淡水 飼育 され た 未成熟な 1 才魚で あ る。

　海面養殖 サ ツ キ マ ス （個体番号 SC＃1−7）の 由来 は，

高知 県 の 民間養殖施設 で 1996年 12 月 に 孵化 ・飼育 し

た ア マ ゴ を 広 島県内の 民間養殖業者 が 1997年 10月 に

購入 し，淡 水 飼育 後，銀 毛 魚 を 海 面 養殖 した もの で あ

る。海面養殖 は 1997 年 12 月 1 日か ら 12 月 ユ0 日 ま で

の 101」問，広島県水産試験場で 海 水馴致 を 行 っ た 後，

翌 年の 春 まで 同試験場地先 （Fig．1 中の SC ）の 網生 け

簀 で 海面飼育 を行 っ た。こ の うち 個体番号 SC＃1 お よ び

SC ＃2 は 1998 年 の 4 月 21 日 に ，個 体番 号 SC＃3−7 は 5

月 8 日に取 り上 げ た。5 月 8 日 に 取 り トげ た 5 個 体を調

査 した とこ ろ，4 個 体 が雌 で 1 個 体 が 未 成 熟 で あ っ た。
な お ，広 島県 水産試験場 に よ る 同地 先 の 水質 調 査 に よ れ

ば，海面養殖期間中の 塩 分 は 32．1〜32，6ppt の 範 囲 で

大 きな変動 は観測 さ れ て い な い 。

　 陸 封 型 ア マ ゴ 4 個 体 （FR ＃1−4） は ，
1998 年 4 月 13

日に 太 田 川上 流域 の 支 流 の
一

つ で あ る横川 （Fig．1中の

FR ）で 釣獲 した もの で あ る。釣獲地 点 よ り下 流 に は ダ

ム が存在 す る こ とか ら，釣獲 ア マ ゴ が陸封 され て い た こ

とは 間違 い な い
。 同河川 は 人工 生 産 ア マ ゴの 放流が 盛ん

に実施 さ れ て い る た め，こ れ らの 個 体 は放 流魚の 可能性

もあ る。

2．太 田 川 お よび 錦川 の サ ッ キ マ ス 　 太用 川 は 県 西 部を

貫流 し河 口 三 角州 上 に 広 島市を 有 す る ，流域 面 積 1，700

km2 の
一一一

級 河 川 で あ る。山 口 県錦 川 は 県東部 を 貫流 す

る 流域 面 積 900km2 ，の 山 口 県 最 大 の
・
級 河 川 で あ る 。
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Table 　1．　 （continued ）
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両河 川 の 河 口 間 （広 島市 と岩国市 問）の 直線距離 は 約

30km で あ る （Fig．1＞。

　広 島県 太 田 川 の サ ツ キ マ ス は，1998 年度 の 建 設 省 太

田 川 工 事事務所に よ る捕獲調査で 捕獲 した もの で，捕獲

地点は河 口 よ り約 13．5　km 上 流 に あ る 高瀬堰 （Fig．1）
で あ る。高瀬堰 は 長 さ 273m の 可動堰 で 左 右岸 に 幅 6
m の 階段 式

・
起伏式 ゲー

トの 魚道 を 備 え て い る。捕獲

は 左 右岸側 魚道最土 流部 に 捕獲 カ ゴ （網 口 30 × 50　cm ，

冖合 い 25mm ）を 1 囗 間 仕 掛 け る こ とに よ っ て 行 っ た。

捕 獲 調 査 は ，1998 年 の 6 月 10H ，6 月 17 日，7 月 3

日 ，7 月 7 日，7 月 9 日，7 月 15 日 に 実施 し た 。捕獲

状況 は 6 月 10 日 が 22尾 ，6丿」17 日 が 5尾，7 月 3 日

が 0尾，7月 7 日，7月 9 日 お よ び 7月 15 日が 各 々 1

篭の 合計 30 尾 で ，
こ の う ら 27 個体を 耳 石 微量 元素分

析 に供 した 。
Table　1 に分 析 に供 した サ ツ キ マ ス の 個 体

番号，全 長，性 別，生殖腺指数 （以 ドGSI）を 示 した 。

6月 10 日に 捕獲 した 0 ＃L6 月 17 日の 0＃2， 7 月 7H

の 0＃25，7月 9 日 の 0＃26お よび 7 月 15 日 の 0＃27は

捕獲直後 に 凍結 して 分析 に 供 した 。 そ の 他 の 22 個 体

（0 ＃3〜24）は 6 月 10 目 お よび 6 月 17 日に 捕獲 さ れ た

も の で ，7 月 22 日ま で 太 田 川廡協 の 陸 上 水槽 で 蓄養

後，研 究室 に 持ち 帰 り分 析 し た も の で あ る。捕獲魚の 全

長範囲は 264〜391mm で （平 均 318　mm ） で，鱗相 に

よ る年齢査定
23｝を行 っ た と こ ろ，全 て の個 体 が 1＋ で あ

っ た 。 捕獲 した サ ツ キ マ ス の 雌雄比 は 22 ： 5 で，性 比

が雌 に偏 る傾 向 は 加 藤
6〕
の 報告 と一

致 す る。雄 5 尾 の う

ち ，比較的小 型の 魚体番 号 0 ＃10 は，い わ ゆ る 鼻曲が り

個体 で はなか っ た こ とか ら，外 見か ら雌雄 を 判定 す る に

は 注意 が 必 要 で あ ろ う。生 殖 腺指 数 の 平 均 値 は，2．6 で

あ っ た。さ ら に ，供試魚の 中 に は脂 鰭 も し くは腹 鰭 を 切

除 さ れ た個 体 が 8 尾 （0＃4，5，7，14，15，20，21 お よ び

25） 含 ま れ た が，こ れ らの 個 体 は 1997年度 に 太 田 川 漁

協に よ り安佐 大橋 付 近 に放 流 さ れ た 放流魚約 1000 尾 も

し く は温井 ダ ム 工 事建設所 に よ り太 田 川 と丁 川 の 合 流付

近 に 放流された放流魚約 2000 尾 の
．一

部 で あ る 。 こ れ ら

の 標識放流魚 は，先 に 述 べ た 淡水養殖 ア マ ゴ と同様，広

島県佐 伯郡の 民間養殖施設 で 飼育さ れ た もの で あ る。

　
一

方，山 口 県錦 川 の サ ツ キ マ ス は 1995年 に 助広 島県

環境保健協会 が 捕獲 調 査で 捕獲 した 7 尾 で，分析 ま で

凍結保存 した。錦川 は ￥1国 市 内 の 下 流 域 （河 口 よ り 3

km ）で 門前川 と今津川に 分岐す るが，個体番号 N ＃1 お

よび 2 は 1995年 5 月 10 日 お よ び 5 月 20 日 に 門前 川 の

牛 野 谷堰 直下 で 刺 し網 に よ り捕獲 し た もの で ，個体番号

N ＃3−7 は，1996 年 5 月 24 目 に 今 津 川 の 八 幡 頭 首 工 直

下 で 刺 し網 に よ り捕 獲 した。平 均 全 長 は 306mm で ，

分 析 に 供 した 全 て の 個 体 が 銀 毛 魚 で あ っ た が ，性 別 に つ

い て は不 明で あ る。

　電子線 マ イク ロ アナ ラ イザ
ー
分析　魚体 か ら摘出した

耳石 （扁平石 ）は ア ル コ
ール 中 で 付着物 を完全 に 除去 し，

100％ エ タ ノール に 浸 漬 して，超音波洗浄後，真空 デ シ

ケーター中 で真 空乾燥 した。耳 石 の 凸面 が h に な る よ う

に樹脂 （Struers，　Epofix）に 包埋 後，包埋 試料 を市販 の

エ ポ キ シ 系接着材 に よ り ス ラ イ ドグ ラス に 貼 り付 け た。

耳 石 の 核 が 露出 す る ま で 凸面 か ら カーボ ラ ン ダ ム （＃

600 〜3000）で 研磨し，1 お よび 0．25 μm の ダ イヤ モ ン

ドペ ー
ス トで 研 磨面 を鏡 而仕 Eげ した 。 さ ら に 表 面 に

カ
ー

ボ ン 蒸 着 を施 し波長 分散 型 電 子 線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イ

ザ ー （JCMA −7331 ，日本 電 子，広島大 学 機器 分 析 セ

ン Pt　一，以 下 EPMA 分朸）の 試料 と し た 。全て の 耳 石

に つ い て 耳石 中心 か ら縁 辺 に 至 る線 上 で 線分析を 行い ，

発育に 伴 う耳石 の カ ル シ ウム と ス トロ ン チ ウム の 濃度変

化 を調 べ た 。 また，一
部 の 個 体 に つ い て は，耳 石 研磨 面

全 体の 両 元素 の濃度 分 布 をみ るた め に面 分 析 を行 っ た。

線分析 は，　 一ポ イ ン ト当た りの 分析時間 を 10秒，ビー

ム 径 5μm ，加 速 電圧 お よび 照射 電 流値 は そ れ ぞ れ 15

Kv お よび 10　nA と し，測 定 間 隔 は 5 μm と した 。 カ ’レ

シ ウ ム とス トロ ン チ ウム の X 線強 度の 濃度変換 （重 量

％ ） は ，そ れぞれ CaSio：s お よび SrTio3を 標準試料 に

用 い ，24）カル シ ウ ム に 対す る ス トロ ン チ ウ ム の 濃度比 を

103倍 し表記 した もの を Sr〆Ca 比 と した 。 また，面 分 析
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Fig．1．　 Map 　showing 　sampling 　locations　of 　sea ・culture （SC 〕，freshwater−culture （FC ｝，freshwater　residents （FR ）and 　upstream

　 migrants （dot・circle）Qf　amagQ 　salmon 　at　the　Ohta　River　and 　the　Nishiki　River．

は 加 速 電 圧 15Kv ，照射電 流値 50　nA ，測 定 時 間 0．1

秒，画 素の 大 き さは 10 な い し 20 μ m で 行 っ た。

結 果

　 淡 水飼育ア マ ゴの チ ャ
ートパ ター

ン　 広 島県下 の 民間

施 設 （Fig．1） で 養殖 され た 淡 水 養殖 ア マ ゴ 1 年魚，個

体 番 号 FC ＃1 の Sr1Ca 比 の 推移 を Fig．2A に 示 す 。 淡

水 養殖ア マ ゴ で は 耳 石 径 300 μm 付近 で SrfCa 比 が
一

時

的 に 上 昇 し，そ の 比 が 4 以上 に 達 した が，そ れ 以 外 に

Sr！Ca 比 に 大 きな変化 は 認め られ ず，耳石 径 500μm か

ら縁 辺 部付近 に お け るほ ぼ 2前後 を 推移 した。本研究

で 調 査 した 淡 水 養殖 ア マ ゴ 6 個 体 全 て が Fig．2A に 示 し

た チ ャ
ー

トパ タ
ー

ン と同 様，耳 石 径 100〜500μm で
一

時的 な SrfCa比 の 上 昇 が認 め られ た が，そ れ 以降 で は

比 に 大 きな 変化 は 認 め られ な か っ た。な お，調査 した淡

水 飼育ア マ ゴ 6 個 体の 耳 石 径 500 μm か ら縁辺 部 に お け

る Sr！Ca 比 の 平均値 は平 均 で 1．9 で あ っ た （Table　2）。

　海面養殖 サ ツ キ マ ス の チ ャ
ー

トパ タ
ー

ン 　海 面 養殖 し

た サ ツ キ マ ス ，個 体番号 SC＃1お よび SC＃5 の 耳石 中心

か ら縁 辺 部 に か け て の Sr1Ca 比 の 推 移 を そ れ ぞ れ Fig．

2B お よ び Fig，2C に 示 す 。耳 石 径 500 μm 以 降 の Sr！

Ca 比 に 注 目 す れ ば ，個 体 番号 SC ＃1 は 750 μm 付近 ま

で ，個体番号 SC ＃5 で は 900 μ m 付近 ま で ，共 に 比 が

1．5 前 後 を推 移 した 後，急激 な上 昇 が 認 め られ た。個体

番 号 SC ＃1 お よび SC ＃5 に お い て ，チ ャ
ートパ タ

ー
ン か

ら 推 定 した 海面 養 殖期 間 に 相 当す る耳 石 幅 を図 中 にア ン

ダー
ラ イ ン で 示 した が （Fig．2B お よ び 2C 〕，そ の 間 の

平均 SrfCa比 は 両 個体 と も 39 で あ っ た （Table　2）。

ま た ，Fig．2B や Fig．2C に 示す よ うに ，個体番号 SC＃

1 お よび SC ＃5 で は 100〜400 μ m に か け て ，　 ・
時的な

Sr！Ca 比 の 上 昇 が 認 め られ た。た だ し線分 析 の 方 向 に よ

り Sr〆Ca 比 が 異な る可 能性 もあ る
25）の で，個 体 番 号 SC

＃5の 耳石 に つ い て 面分析 を 行 っ た と こ ろ，耳 石 中心 付

近 と縁辺部 で Sr濃度 が 上 昇 して い る こ と を 確認 し た

（Fig．3A ）。 こ の よ うに 発育初期 に Sr！Ca 比が一
時的 に

上 昇す る現象 は，淡水 養殖ア マ ゴ と類 似 して お り，分析

に 供 し た 海面養 殖 サ ッ キ マ ス 全個 体 で 認 め ら れ た

（Table　2）。

　陸封型 ア マ ゴの チ ャ
ー

トパ タ
ー

ン 　Fig．2D に 太 田川

上 流 の 横 川 （Fig，1） で 釣獲 され た，陸封 型 ア マ ゴ 1年
魚 （個 体番 号 FR ＃1）の チ ャ

ートパ タ
ー

ン を 示 す 。 耳石

中心 か ら 150 μm に か け て Sr1Ca 比 の 平 均 値 は 1．4 で あ

った が，200〜500 μm に か け て 比 が
一

時的に 3〜4 前後

ま で 上 昇 す る 現象 が 認め られ た。そ の 後，Sr！Ca 比 は
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Table　2，　0uUine　of 　chart 　pattems 　of 　Sr！Ca 　ratio 　of 　freshwater−cultured 五sh ，　sea・cUltured 丘sh ，　freg．　hwater　residents ，
　and 　upstream

　　　migrants

Fish　I，D ．＃
　 Sr1Ca　 ratio
in　the　early 　life1）

Average　level　of 　Sr1Ca
　ratio　during　sea・or
　　　Ereshwater−Life　　　　 Habitat21．

100−500 μ皿 600 −1，000 μm ＜ 1，000 μm

Marine ・or 　estuarine −life
　　　　span 　（％）

3〕

1 ’Freshwaterc−ultured
FC ＃1 （Fig．2A ）　　　　　　　 ．一一．　　　　　　　 − 　　　　　　　　　　 2．2

　FC ＃2　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　一一．−　　　　　　　　　　　　1．8
　FC ＃3　　　　　　　　　　　　　　　 ＋　　　　　　　　　　

−
　　　　　　　　　　　　1，8

　FC ＃4　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　
−

　　　　　　　　　　　　1．7
　FC ＃5　　　　　　　　　　　　　　　

．
＋　　　　　　　　　　

．一一．
　　　　　　　　　　　 2．O

　FC ＃6　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　
−

　　　　　　　　　　　　1．7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．9 ＋ 0．2
1 †Sea・cu ≧tured　for　5　months

　SC＃1 （Fig．2B ）　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　
．−
　　　　　　　　　　　　　3．9

　SC＃2　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　− 　　　　　　　　　　　　　3．2
　SC＃3　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　　− 　　　　　　　　　　　　　　4．1
　SC＃4　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　．．．．．　　　　　　　　　　　　 4．5
　SC＃5 （Fig．2C）　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　

−
　　　　　　　　　　　　　3．9

　SC ＃6　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　
−

　　　　　　　　　　　　　3，7
　SC ＃7　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　　

−
　　　　　　　　　　　　　　4．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3．9 ± 0．4 （Mean ± SD）
1 ↑Freshwater 　residents 　 captured 　in　 upper 　stream 　at 　the　Ohta 　River
FR ＃1 （Fig．2D ）　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　　 1．9
FR ＃2　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 ＋ 　 　　 　 　 　 　 　　 ＋ 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 2，0
FR ＃3　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　1．8
FR ＃4　　　　　　　　　　　　　　 ＋　　　　　　　　　 ＋　　　　　　　　　　　 1．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1．9±0．1 （Mean ± SD）
Upstream　 migrants 　at 　the　Ohta　River
　O＃1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　　

−
　　　　　　　　　　　　　　4．3

　0＃2 （Fig．2E）　　　　　　　　　　
一

　　　　　　　　　　
一

　　　　　　　　　　　　2．6
　0＃3 （Fig．2F）　　　　　　　　　　

一一
　　　　　　　　　

一
　　　　　　　　　　　　4．1

0 ＃4＊ 4）（Fig，2G ）　　　　　　　　 ＋　　　　　　　　　
．．．．．．

　　　　　　　　　　 3．2
　0 ＃5

＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　　　− 　　　　　　　　　　　　　　　3，7
　0 ＃6

＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．　　　　　　　　　　 − 　　　　　　　　　　　　　　3．4
　0＃7＊

（Fig．2H ）　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　3．2
　0＃8 （Fig．21）　　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　3．4
　0＃9　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　3．6
　0＃10　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋　　　　　　　　　　

．．．・．　　　　　　　　　　　　 4，9
　0＃11　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　

−
　　　　　　　　　　　　　3，1

　0＃12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　3，1
　0＃13　　　　　　　　　　　　　　　　

．．．．．．．
　　　　　　　　　

．−
　　　　　　　　　　　　　3．7

　0＃14＊（Fig．2J）　　　　　　　　　　 ＋　　　　　　　　　　
．一．．．

　　　　　　　　　　　　 3，5
　0 ＃15

＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　

−
　　　　　　　　　　　　　　　3，6

　0 ＃16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十　　　　　　　　　　　　　
．．．．．
　　　　　　　　　　　　　　　 3．6

　0 ＃17　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　　
．一．．・

　　　　　　　　　　　　　 3．7
　0 ＃18　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　　

．一一．．
　　　　　　　　　　　　　 3．5

0 ＃19 （Fig．2K ）　　　　　　　　 ＋　　　　　　　　
−

　　　　　　　　　　0，9
　0＃20 ＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　
−

　　　　　　　　　　　　　　　2．6
　0＃21＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　
一・．

　　　　　　　　　　　　　 4．2
　0＃22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　

−
　　　　　　　　　　　　　　　4，4

　0＃23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　
一

　　　　　　　　　　　　　　　ζL3

　0＃24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　
−

　　　　　　　　　　　　　　　3．6
　0＃25

＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　− 　　　　　　　　　　　　　　　4．2
　0＃26 （Fig．2L ）　　　　　　　　　 ＋　　　　　　　　　　

−
　　　　　　　　　　　　4．6

　0＃27　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ 　　　　　　　　　　　＋ 　　　　　　　　　　　　　4．3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3，7± 0，6 （Mean ± SD）
Upstream　migrants 　at　the　Nishiki　River
N＃1　　　 　　　　　 　　　　　

−一．
　　 　　　　　

一一
　　 　　　　　 　　　 3，4

N ＃2 （Fig．2M ）　　 　　 　 　 ＋　 　 　　 　 　　
−

　 　 　　 　　 　 　 3，2
N ＃3　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　

−
　　 　　 　　 　 　

一．
　　 　　 　　 　　 　 3，0

N ＃4　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．　　　　　　　 一一．　　　　　　　　　 3，1
N ＃5 （Fig．2N）　　　　　　　　　　　　　　　　

−
　　　　　　　　　　3，2

N ＃6　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．　　　　　　　 − 　　　　　　　　　　3．2
　N ＃7 　　　　　　　　　　　　　 ．．．．．　　　　　　　

一一
　　　　　　　　　　 3，7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．3 ± 0，2（Mean 士 SD ）

Freshwater
　 　　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

Marine
　　〃
　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

Freshwater
　　　〃
　 　 　 〃

　 　 　 〃

　MarineEstuar
圭ne

　 Ma τine
　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 ．ケ
　 　 　 〃

　 　 　 〃

Freshwater
Estuarine

　．Marine
　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

Marine
　　〃
　 　 ．〃
　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　〃

0000DO

　　　　　　24．6
　　　　　　21．9
　　　　　　23．8
　　　　　　14．3
　　　　　　31．8
　　　　　　19．1
　　　　　　12．7
21，2± 6，5（Mean ± SD ）

0000

　　　　　　18．9
　　　　　　20，8
　　　　　　24．4
　　　　　　21．5
　　　　　　19．4
　　　　　　31．8
　　　　　　19．0
　　　　　　13．5
　　　　　　17，9
　　　　　　14．4
　　　　　　18．4
　　　　　　20，4
　　　　　　16．8
　　　　　　13，4
　　　　　　12，5
　　　　　　17，8
　　　　　　17，4
　　　　　　19，2

　　　　　　20．3
　　　　　　16．8
　　　　　　20．0
　　　　　　15．4
　　　　　　21．5
　　　　　　34．3
　　　　　　20．0
　　　　　　27．3
19．7±5ユ （Mean ± SD ）

　　　　　　12，2
　　　　　 29，ユ
　　　　　　19，3
　　　　　 24，8
　　　　　　16．7
　　　　　　19．6
　　　　　　13．6
19，3 ± 6．0（Mean ± SD ）

1〕‘’
＋
”denotes　increasing　Sr〆Ca　ratio ，‘ゴ”denotes　no 　signi 丘cant 　increasing　100−500μm 　and 　600−900μ m 　on 　the　otoiith ．

2
．
I
　Habitats　were 　suggested 　based　on 　the　Sr1Ca　ratio 　of 　freshwater−and 　sea −cultured 且sh．

31Marine ．　or 　estuarine −life　span （％〕＝〔width 　of　Sr〆Ca　ratio　in　sea−culture　or　anadromy ）〆（scan 　width 　of　EPMA 　analysis）× 100．
41Mark ・released ．
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600 μm 付近 で 減少す るが ， 耳石 径 700〜900μm に か け

て 再 び 比 が 3 以 上 に達 した （Fig．2D ）。 本 研究 で調査 し

た 陸封 ア マ ゴ 4個体 全 て が Fig，2D に 示 し た よ う な チ

ャ
ー

トパ タ
ー

ン と 同じ く，耳石 径 100〜600 μ m と 700
〜900 μm 付近 で Sr1Ca比 が 3以 上 に 達 して い た。た だ

し，い ずれ の 個 体 も，耳 石 縁 辺 付 近 に お け る Sr1Ca比

は 淡水養殖 ア マ ゴ と 同様，平均 1．9 で あ っ た （Table

2）D

　太田 川サ ツ キ マ ス の チ ャ
ー

トパ タ
ー

ン 　広島県 太 田川

高 瀬 堰 で 捕 獲 した サ ッ キ マ ス の 典型 的な Sr！Ca 比 の チ

ヤ
ー

トパ タ
ー

ン を Fig．2E −L に示 す。個 体 番 号 0 ＃2 の

Sr〆Ca 比 の チ ャ
ー

ト （Fig．2E ）は，耳石 中心 か ら約

800μm ま で 大 き な変化 を 示さず，平均値 で 1，8を推移

した が，そ の 後，徐 々 に 上 昇 し，950 μm か ら縁 辺 部 に

か け て 平均 2，6 を 示 した。ま た ，個 体 番 号 0 ＃3 （Fig．

2F ） も 0＃2 と 同様 の チ ャ
ー

トパ タ
ー

ン で，1100 μm 付

近 ま で SrfCa 比 の 変動 は 認 め ら れ な か っ た が ，そ の

後 ，降 海 に よ っ て 生 じた と思 わ れ る Sr！Ca 比の 上 昇が

認 め られ，1200 μm か ら縁 辺 部 に か け て 平 均 4．1 を示 し

た 。Fig．2E や Fig．2F に 示 す よ う な チ ャ
ートパ ター

ン
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Fig．2．　 Sr1Ca　concentration 　ratio 　measured 　with 　electron 　microprobe 　from　core 　to　edge 　along 　transverse　section 　of　sagittal 　otolith

　 of　amago 　sa生mon ，　The　ratios 　were 　multiplied 　by　103　for　presentation，　Typical　life−history　transects　of　sea −culture ，　freshwater・

　 culture ，freshwater　residents 　and 　upstream 　migrants 　at 　the　Ohta　River　and 　the　Nishiki　River 　are 　presented 　in　the　Fig．　A−B ，　Fig．

　 C，Fig．　D ，　Fig．　E−L，　Fig．　M −N　with 血sh 　ID，　respectively ．　Black 　and 　Stippled　horizontal　bar　on 　the　figures　corresponded 　to　estua ・

　 rine−or 　sea −hfe　span 　of　amago 　salrnon ，　respectively ．

は 個体番号 0 ＃2 や 0 ＃3 以 外 に 0 ＃6 お よび 0 ＃13 で もみ

られ た （Table　2）。

　錦川サ ツキ マ ス の チ ャ
ートパ タ

ー
ン 　山 口 県錦川で 捕

獲 さ れ た サ ッ キ マ ス ，個体番号 N ＃2 チ ャ
ートを Fig．

2M に，個体番号 N ＃5 の チ ャ
ートを Fig．2N に 示 す 。

個体番号 N ＃2 の チ ャ
ートパ ター

ン （Fig．　2M ）は，耳石

径 300μm 前後 お よ び 900 μm か ら縁辺 に か け て Sr〆Ca

比 の 上 昇 が認 め られ た。た だ し，錦川サ ッ キ マ ス で 耳石

径 100〜300 μm に か け て Sr〆Ca 比 の 上 昇 が認 め られ た

の は個体番号 N＃2 の み で ，他の 6個体 は個体番号 N ＃5

（Fig．2N ） に み られ る よ う に発 育 初期 の Sr1Ca比 に 大

きな変動 が認 め られ な い の が特徴 で あ っ た （Table　2）。

個 体番号 N ＃5 の 面 分析結果 （Fig、3c）を み て も，ス ト

ロ ン チ ウ ム 濃度 の 上 昇が 認 め ら れ た の は縁辺 部 の み で で

あ っ た 。

考 察

　太 田 川 お よび錦川 サ ツキ マ ス の 降海履歴の 判定　分析

に 供 した 海面養殖サ ツ キ マ ス の 全 個体 に お い て ，耳 石 縁

辺部付近 の Sr1Ca比 の 上 昇 が認 め られ た こ とか ら，　 Sr！

Ca 比 は，環境水中の 塩 分履歴 の 指標に な る と考 え ら れ

る 。 海面養殖期 間 に相 当 す る 間 の Sr／Ca 比 の 平均値 の

平 均 は 3．9 で あ っ た が，同 じ網生け 簣内で 飼育され た に

もか か わ らず，調査 した 7 個体中 の Sr1Ca 比 の 平均 値

は最大値 で 4．5，最低 値 で 3．2 と個 体 間 で差 が 認め られ

た 。 淡水 飼育 ア マ ゴ 縁辺 部 に お け る Sr！Ca 比 の 平均値

は平 均 で 1．9 で あ っ た こ とか ら，本種 が淡水中に 生 息 し

て い た 場合，耳石中の Sr！Ca 比 の 平均値 は ほ ぼ 2 以 下
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Fig ．3．　X −ray 　 intensity　 map 　 of　 strontium 　 on 　 sagit 亡al

　 otolith 　of　sea −culture 　fish〔A ； SC＃5），freshwater　resi −

　 dent 〔B ： 0 ＃19） and 　anadromous 　residellt （C ： N ＃5）．
　 High　X −ray 　intensity　Qn　the　peripheral　core 　of　sea −cul −

　 ture 　fish　and 　freshwater　 resident 　may 　originate 　from

　
‘‘
maternal 　strontium

”．　Results　of 　line　analysis 　of　Sr／
　 Ca 　ratio （transect 　lines　on 　each 　otolith ）c〔｝rresponded

　 to　Fig．2C，2K 　and 　2M ，　respectively ，

を 示 し ， 海水中 に 生息 し て い た 場合 は平均 で 3 以 上 を

示 す と判 断 で き る。

　降海 に よ っ て 生 じ る 耳 石 縁辺 付近 の Sr1Ca比 の 上 昇

に 注 冖 す れ ば，太 田 川 サ ツ キ マ ス で は 個 体番号 0＃19
（Fig．2K ） の み 縁辺部付近 で Sr1Ca比の 上 昇は 認 め ら

れ な か v た こ とに な る。した が っ て ，Sr！Ca 比か ら太 田

川 の サ ツ キ マ ス の 降海 履歴 の 有 無 を判定 した 場合，調査

した 27 個 体中，26個体 が降海履歴 を持 つ サ ツ キ マ ス と

断 定 で き る。非 降海 型 と判 別 され た個 体番号 0 ＃19 は，

今回 捕獲 した サ ツ キ マ ス の 中 で 最小 で あ り （全 長 264

mm ），高瀬堰 よ り上 流 も し くは下流約 5km 付近 まで の

淡 水域 を 生 活領域 に し て い た と考 え C れ る。

　 また ，降 海 に よ っ て 生 じた SrfCa比 の 平均値 は 海面

養 殖 サ ツ キ マ ス 7 個 体 で 平 均 3．9，太 田 川 サ ツ キ マ ス 26

個 体 で 平 均 3，7 とな り （Table　2），両者 の 間 で 有 意差 は

認 め ら れ な か っ た （Welch
’
s　 approximative 　 t−test，　 p＝

0，32）。た だ し ，個体番号 0＃2 お よ び 0 ＃20 で は 降海 時

期 に 相当 す る 部分 の Sr〆Ca 比 の 平均値 力 2，6 と比 較的

低 い （Table　2）。 高瀬堰 よ り下流約 5km は 干 満 の 影響

を受 け る 汽水 域 が広 が っ て お り，冬期 に サ ツ キ マ ス が捕

獲 さ れ て い る （広 島県水 産 試験場淡水支場 に よる 平成 3

年度サ ツ キ マ ス 漁獲調査 結 果 ，未 発表 ）。個体番号 0＃2
お よび 0＃20 は こ の よ うな 汽水 域 を．Lな生 活領域 に して

い た 口∫能性 が高 い こ とに なる。

　錦 川 で 捕獲 さ れ た サ ッ キ マ ス に お い て ，調 査 し た 7

個 体で 耳 石 縁辺 部 の Sr1Ca比 の 上 昇 が 認め ら れ た こ と

か ら，こ れ らの 個 体 は遡河サ ツ キ マ ス と 思わ れ る。た だ

し，降海 に よ 一・て 生 じた Sr1Ca 比 の 平 均値 は 3，3 とな

り 〔Table　2｝，海面養殖 サ ツ キ マ ス に 比 べ て 有意 に 低 か

っ た （Welch’s　approximative ’−test
，
　p・・O．005）。 した が

っ て 全体的 に見れば錦川産 サ ツ キ マ ス は沿 岸域 へ の 回遊

性 が低 い と考 え られ る。特 に，個体番号 N ＃3 お よ び N ＃

4 は 河 口 の 汽水 域 を主 な生 活領域 に して い た 可 能性が 高

い と思 われ る。

　Sr〆Ca 比 の チ ャ
ー

トと耳 石 日周 輪 を照合 す る こ とに よ

っ て サ ツ キ マ ス の 滞海期間の 解析 を試 みた が，サ ツ キ マ

ス の 耳石は 茶褐色 の 不 透明帯 を有 して お り，一
部 の 個 体

を除 い て 降海時期 の 特定 は 困難 で あ っ た 。そ こ で 太 田 川

産 サ ツ キ マ ス の 滞海期間 を推定す る た め に，12 月 中 旬

か ら 5 月 中 句 まで の 約 5 ヶ 月，広 島湾 で 海水 飼育 した

サ ツ キ マ ス の Sr1Ca 比 の チ ャ
ートパ タ

ー
ン と の 対比 を

試 み た 。す な わ ち ，海水 飼 育 サ ツ キ マ ス 7 個体 に お い

て ，耳石 半径 に 対 す る 海水 飼育中 に 形 成 され た と考え ら

れ る耳石 幅 （％）を算出 した と こ ろ 平均 21．2 とな っ た 。

こ れ に対 して 太 出 川 産 サ ッ キ マ ス の 平均値 は 19，7 とな

り （Table　2），両者の 間で 有意差 は認 め られなか っ た

（Welch
’
s　approximative 　t−test

，
　p ＝O．60）。 した が っ て ，

太 田川産 サ ツ キ マ ス の 滞海 期 間 は 平 均 的 に み れ ば 5 ヶ

月 程度 と思わ れ る。

　発 育 初 期 の Sr！Ca 比の 変動要因　飼育履歴 が 判明 し

て い る海面 養殖サ ツ キ マ ス，淡水養殖 ア マ ゴ お よ び 広島

県太 田川で 捕獲 され た 標識 放 流サ ツ キ マ ス の 耳石 Sr1Ca
比 の 推移を 分析 し た 結果，ほ とん どの 個 体 が耳 石 中心 か

ら 100〜500 μm に か け て
一

時的な SrfCa比 の L 昇を 示

した 。こ れ レ 人 工 生 産 魚 の 飼 育履 歴 か ら判断す れ ば，こ
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の 現 象 は 環 境 水 の 塩 分 の 変 化 と 無 関 係 で あ る 。
Tsukamoto 　 et　al．26〕

に よれ ば，近 縁 種 の サ ク ラ マ ス 浮上

期稚魚 の 耳石 径 は 約 500 μm に 達 す る た め ， 本研究で 認

め ら れ た サ ッ キ マ ス や ア マ ゴ に お け る 耳石 中 心 部の Sr！

Ca 比 の 上 昇は，卵黄 吸 収 ま で の fr魚期 に 生 じた可 能性

が 高 い 。また ，Kalish27／
は タ ラ で 親由来の Srが卵成熟

の 進行 に 伴！
・て 卵 に 移行す る こ とを，Zeitounθ’認 2B冫は

ニ ジマ ス 仔魚期の 微量元素 が環境水 よ りもむ しろ卵黄由

来で あ る こ とを指摘 して い る。した が っ て 本 研究 で 認 め

られ た 耳 石 中 心 部 の SrfCa 比 の 一ヒ昇 は，親 由来 の Sr が

卵黄吸 収 に よ っ て 仔魚の 耳石 に蓄積 され た こ とに よ る も

の と考 え られ る。

　た だ し，太 田川で 捕獲 さ れ た サ ツ キ マ ス や 錦川の サ ツ

キ マ ス （Fig．2E，　F，　N） で ，こ れ ら の 現象 を 示 さ な い

個体 が 存在 した の は 興 味 深 い 。Kalish14〕お よび Rieman

etal ．i6）は サ ケ 科魚類 で 本研究 と同様 に 耳石 中 心 付 近 で

Sr〆Ca 比 が 上 昇 す る個 体 と上 昇 しな い 個 体 が 存在 す る こ

とを報告 して い る。彼 ら の 見解 に よ れ ば前者 は降海型親

魚 の子 孫 で，後者 は陸封型親魚の 子孫 に特異 的 な現象 で

あ る とい う。しか し な が ら 本研究 に お い て 仔魚期 に Sr／
Ca 比 の 上 昇 を示 した 淡水養殖ア マ ゴ や 標識放流サ ’ソ キ

マ ス の 親魚は い ず れ も陸 封 型 で あ り，Kalishi4〕お よ び

Rieman 　 et 　aLi6 ）
の 見 解 と異 な る。ま た，現時点 で は，仔

魚 期 に お け る Sr1Ca 比 が上 昇す る 現象 は近縁種 の サ ク

ラ マ ス で は認 め られ て い な い 。221 仔 魚期 の Sr！Ca 比 の 上

昇 が 親 魚 か ら 仔 魚へ 移 彳Jす る Sr量 を 反映 し て い る と す

れ ば，チ ャ
ー

トパ タ
ー

ン が 示 す よ う に 移 行す る Sr量 は

か な りの 個体差 が存在す る もの と思 わ れ る。 今後，仔 魚

期の 耳石中の Sr量 に つ い て は ， 親魚 の 由来や 種特異 性

も含め 詳細に 検討す る必 要 が あ ろ う 。

　
一

方，太 田 川 L流 域 で 釣 獲 した 陸 封型ア マ ゴ に お い て

は 仔 魚期 以 外 に 耳 石 径 600〜900 μm に か け て 緩や か な

SrfCa比 の 上 昇が認 め ら れ た。サ ク ラ マ ス の 耳石 径 と孵

化 冂数 の 関係
26〕か ら推定 す れ ば 耳 石 径 600〜900μm の

部分は は 受精か ら 90− 120 日 後に 相 当 し，時 期 的 に は 2

月 か ら 3月 の 低 水 温 期 に 相 当 す る。多 くの 魚類で は 耳

｛」 中 の Sr1Ca 比 と環攬 水 温 は逆相関 を示 す 29−33〕こ と か

ら，陸 封 型ア マ ゴ の 耳 石 径 600− 900 μm に か け て の Sr

！Ca 比 の上 昇は 冬期 の 生息水温の 低下 に よ っ て 生 じた 冂r
能性 もあ る 。ま た Sr！Ca 比 の 上 昇 に 餌 の 種 類 や ハ ン ド

リ ン グ，18〕 も し くは 急激 な 温 度 変 化 25〕が 関 与 す る こ とが

指摘 さ れて い る 。 分 析 に供 し た 釣 獲 ア マ ゴ の 由来が 人 工

放 流 魚 なの か ，も し く は 天 然魚 な の か は不 明 で あ る が，

人工 放流魚な らば上 述 した環境 以外 の 要因に よ り Sr！Ca

比 が上 昇 した可 能性 もあ ろ う 。

　耳 石 の 微量 元 素 は 回遊 履 歴 の 推 定 に加 え，系群や 由来

の 判別 手 段 と して 有用 で あ る。34
−40｝

太 田川上流域 で 釣獲

され た 陸封ア マ ゴ の Sr！Ca 比の チ ャ
ー

トで は仔魚期 と

耳 百 径 600〜900 μm の 部分 に 当た る 時期 に Sr1Ca比 が

上 昇す るの が特徴 で あ る が，太 田 川 高瀬堰で 捕獲 さ れ た

サ ッ キ マ ス に 陸封 ア マ ゴ と酷似した チ ャ
ー

トパ タ
ー

ン を

有す るサ ツ キ マ ス （個体番号 7，8．9，12 お よび 27） が

存在 した。こ の結 果 は，山間部 に放 流 され た ア マ ゴ の
．一

部 が 降海 して い る こ とを示 して い るの で は な い で あ ろ う

か。聞き取 り調査 に よ れ ば，同河川 の 1997年度 に お け

る ス モ ル ト個体 の 放流 は，3000尾 の 標識放流 （太 出 川

漁協 お よび 温井 ダ ム T 事建 設 所） と，2000尾の 無標識

放 流 （釣 り愛好家 ら に よ る） が 実 施 され て い た。高瀬堰

で 捕獲 した 27 個体の サ ツ キ マ ス の 由来 が こ れ らの ス モ

ル ト放流魚 と 仮定 す れ ば 無標識魚の 混 獲率 は 約 4 割 程

度 とな ろ うが，実際 に 同堰で 捕獲 さ れ た 無標識サ ッ キ マ

ス の 混獲率は 約 7割 で あ っ た 。無標識魚の 捕獲状況 か

らみ て も，一部 の サ ツ キ マ ス が 上 流 域 由来の ア マ ゴ で あ

る こ とが伺 え る 。

　 回 遊履歴の 推定　多 くの サ ツ キ マ ス や ア マ ゴ で ，発育

初期 に 環境水中 の塩分 と関係な く Sr／Ca 比が変動 す る

こ とが認 め ら れ た こ と か ら，Sr！Ca 比 に よ っ て 降海履歴

を推定 す る に は注意 が必 要 で あ る。特 に ， サ ツ キマ ス の

場 合，降海時期 と冬 期 が 重 複 す る た め 低 水 温 が SrfCa

比 の 上 昇 に関与 して い る可 能性 も あ る。しか し，淡水 養

殖 ア マ ゴ や 陸封型ア マ ゴ 1年魚で 2 回 目の 越冬期 に Srf

Ca 比 の 上 昇 が認め ら れて い な い こ とか ら，サ ッ キ マ ス

の 2 年 目の 冬期 の Sr〆Ca 比 の 上 昇 は 水温変動 の 影響 で

は な く降海履歴 を反 映 して い る と判 断 さ れ，こ の こ とを

前 提 と して 以下 の 論 議 を進 め る。

　 高 瀬 堰 で捕 獲 さ れ た 27 個 体 中，6 月 中 旬 に捕獲 さ れ

た 22 個 体 （個 体番 号 0 ＃3〜0 ＃24） は 7 月 22 日 ま で 太

田 川 漁協 で 淡 水蓄養 さ れ て お り，こ れ ら の サ ツ キ マ ス の

SrfCa比 の チ ャ
ー

トパ タ
ー

ン は，い ず れ も耳石 最縁辺部

付近 で Sr1Ca 比 が減 少 して い る 。
こ れ は 捕獲後 の 淡 水

蓄養の 影 響 と考 え られ，自然 環境下 で もサ ツ キ マ ス が 海

水 か ら淡水 へ と生活領域 を 移行 した 場合，耳石 Sr1Ca

比 が 減少す る こ とを 示 唆 して い る。サ ツ キ マ ス もサ ク ラ

マ ス
26
恫 様 1 日 1本 の 日 周輪 が形成 さ れ る と仮定 して ，

6月中旬 に 捕獲 さ れ た 22 個 体の 日 周 輪 を遡 っ て捕獲時

の Sr〆Ca 比 を 推 定 し た場 合，全 て の 個体 が 降海期 と 同

様 の Sr！Ca 比 を示 し た。こ の 結果は ，太 田川 に お け る

遡 河 サ ッ キ マ ス が 汽水 域 に 艮 期 間 滞 留す る こ と な く，極

め て 短期間の うち に 沿岸域 も し く は 河 口 か ら高瀬堰 に 到

達 し た こ とを示 唆 し て い る。ま た，捕 獲後直 ち に 分 析 試

料 と した 7 月 10 日の 個 体 番 号 O ＃26 （Fig．2L ）や 7 月

71．｛の 個 体番号 0＃25 は ，耳石 縁辺 部で Sr／Ca 比 の 減 少

が 認め ら れ た が ，日 周 輪 と SrfCa比 の 変動 とを 照合 し

た と こ ろ，沿岸域 か ら 淡水 域 へ の 移動 は 共 に 6 月 中 旬

と推定 さ れ た 。 した が って，高瀬 堰 で捕獲さ れ た サ ツ キ

マ ス の 大 部 分 が 6 月 中 旬に 沿 岸域 も し くは 河 口 よ り
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斉 に 遡上 した と考 え られ る 。

　 本 荘 5 ）

に よ れ ば サ ツ キ マ ス の 遡 河 を誘 発 す る
一

つ の 要

因 は 環境水 温で あ り，長良川に お い て は 海水 と河川水の

温度 が 共 に 10〜12℃ に な る 時，遡河 が 誘発 さ れ る 。
1998 年度の 6月中旬の 太 田 川 の 河川 水温は 19℃ 前後で，

1991 年お よび 1992 年の 高瀬 堰 に お け る 遡上 最盛 期 の

水 温 と
一

致 す る。12 ） こ の水 温 は，長 良川 サ ツ キ マ ス の遡

上 水 温 と比較す れ ばか な り高い が ，同 時期の 太出 川河 口

沿岸域 の 水深 5m の 水温 は 約 19DC （広島市水産振興協

会 に よ る 調 査 ） で あ り，河 川 水 温 と同 じで あ った。こ の

こ とは サ ツ キ マ ス の 遡 河 が 沿岸と河 川 水温 の
一

致 に よ り

誘 発 さ れ る
5 ｝こ とを 支 持 して い る。また，太 田 川 高 瀬 堰

で 捕獲 さ れ た サ ッ キ マ ス の GSI は ，平 均 2．6 で ，長 良

川 お よ び 木曽川 の 遡河 サ ツ キ マ ス の 0．55〕よ り大 き い。

こ れ は 遡．ヒ時の 水 温や 時期 的 な違 い に 起 因 し て い る と思

わ れ る 。

　海面養殖サ ツ キ マ ス の チ ャ
ートパ タ

ー
ソ を利用 して 太

出 川 産 サ ツ キ マ ス の 滞海期 間を 推 定 し た 結 果 ，約 5 ヶ

月で あ る こ と が 判明 した。太田川 の サ ツ キ マ ス の 遡河 が

6丿『中 旬で あ る こ とか ら ， 降海時期 は 1月中旬 と推定さ

れ る。ま た，太 田 川 産 サ ツ キ マ ス に お い て 降海 に 伴 う

Sr1Ca 比 の E昇過程 に注 目す れば ，海面養殖 サ ツ キ マ ス

と異 な り，ほ とん どの 個体 が緩 や か な 上 昇 を 示 して い

る 。海面養殖 サ ツ キ マ ス の海水馴致期間 は 10 日間で あ

る こ と を考慮 す れ ば，太 田 川 サ ッ キ マ ス は 沿 岸域 に 入 る

前 に 10 日 以 上 汽水 域 に 滞留す る もの と考 え ら れ る。降

海 過 程 に 相 当 す る耳 石 部位 の 日 周 輪解読が 可 能 な個体

（個 体 番 号 0 ＃3，0 ＃18） に つ い て 調 査 した と こ ろ，汽水

域 に 滞留 し た 期 間 は 1 ヶ 月 程 度 で あ った 。 した が っ

て ，太 出 川 産サ ツ キ マ ス の 回 遊履歴 を EPMA 分 析 で 解

析 し た結果 を要約 す れ ば，太 田 川産 サ ツ キ マ ス は 1 月

中 旬頃 か ら河川 よ り汽水域 に 移動 し，2 月中旬 まで 汽水

生 活 を経 た後，沿 岸域 を回 遊 し，海水 と河川の 水温が 共

に約 19℃ に な る 6 月 中旬に遡 河 す る こ とに な る 。
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